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４章 緑地の配置計画

4-1. 全体計画

4-2. 地区別の配置計画
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本市には、大規模な公園や河川敷などの緑の拠点があり、それぞれ緑化推進及び

緑地保全の役割を果たしています。

今後は、こうした緑の拠点における緑化への取組状況を広く市民・事業者・行政

の間で情報の共有を図り、それぞれの活動を補完することで相乗効果を生じること

が期待されます。

具体的には、比較的緑の少ない市街化区域を囲む市街化調整区域の緑を効率的か

つ効果的にネットワーク化することで、市民が緑に関する地域資源を再認識しやす

くなるとともに多様な緑の活用を図ることが可能となります。

そこで、植樹帯を有する歩道付きの街路や緑地帯、河川・水路などの水辺空間な

ど、「緑地」を構成する要素が連続している場所をネットワーク化することにより、

都市構造や緑地の利用状況などを踏まえた施策の展開に役立てていきます。

図：緑の配置全体計画図
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図：緑の配置全体計画図

4-1. 全体計画
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緑被調査や施設緑地の状況などが示すとおり、市街化調整区域の緑は豊富で充実

しています。しかし、市街化区域の緑は市街化調整区域に比べると量が少なく、質

の充実も課題となっています。

市民及び熊谷市を訪れた人々が本市の緑の豊かさが実感できるよう緑の施策を進

めるためには、市民の大半が居住する市街化区域で緑を充実する施策の展開を図る

ことが重要であることから、市内７箇所にある市街化区域を対象として緑の配置計

画を策定します。

図：地区区分図

N

図：地区区分図

4-2. 地区別の配置計画
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（１）熊谷地区
熊谷地区は、本市の中心部に位置し、熊谷駅や市役所などの主要施設が集まって

います。

市街化区域間の連携の対象となるのは籠原地区、妻沼地区、吉岡地区、江南地区、

久下地区、船木台地区となります。

熊谷地区は、主要施設である熊谷駅と、緑の拠点である「中央公園周辺」「北武

蔵公園（県営熊谷スポーツ文化公園）」「熊谷運動公園（熊谷さくら運動公園）」

「県営荒川大麻生公園」「熊谷荒川緑地」を、道路植栽や沿道の緑地で結ぶことに

より緑のネットワークが形成されます。

熊谷地区の特徴は、中心市街地と荒川が隣接していることです。市街地と荒川を

結ぶネットワークを形成し、多くの市民や来訪者が市街地の緑や星川、荒川の豊か

な自然の中で水と緑に触れ合うことのできる空間づくりに取り組みます。

また、本市の玄関口として多くの人々が訪れる熊谷駅周辺や、観光施設・文化施

設にアクセスするための街路は、緑豊かな空間を演出することが重要となります。

このため、熊谷駅周辺は景観誘導地区となっており、建物の増改築などの際に景

観施策と連携した緑化を推進します。併せて、歩道や街路樹が整備される道路は、

緑のネットワークの強化に役立てます。
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（２）籠原地区

籠原地区は、本市の西部に位置し、そのほぼ中心に籠原駅があり、熊谷地区に次

ぐ大きな地区です。

市街化区域間の連携の対象となるのは熊谷地区、妻沼地区、江南地区となります。

籠原地区は、籠原中央公園をはじめとする住区基幹公園と、緑の拠点である「別

府沼公園」、「熊谷運動公園（熊谷さくら運動公園）」の都市基幹公園を結ぶこと

で緑のネットワークが形成されます。

籠原地区内の公園や道路を連携することにより、災害時の避難経路・避難場所と

して活用できることから、住民の安全安心の確保が可能となります。

籠原地区の特徴は、工業団地が南側に広がっていることです。工場敷地内は、一

定面積を緑化する協定などにより、緑の確保に向けた取組が進んでいます。こうし

た緑の連続性を保つことにより、まちなかの緑の充実が演出されます。

今後は、ネットワークの軸となる幹線道路や沿道の敷地内について、さらなる緑

化の促進に取り組む必要があります。
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（３）妻沼地区

妻沼地区は、本市の北部に位置し、豊かな田園風景の中に屋敷林のある住宅地と

新しい住宅地、工業団地が混在する地区です。

市街化区域間の連携の対象となるのは熊谷地区、籠原地区となります。

妻沼地区は、緑の拠点である「妻沼聖天山」「妻沼運動公園」及び「利根川総合

運動公園」を結ぶことで緑のネットワークが形成されます。

妻沼地区の特徴は、多くの観光客が訪れる「妻沼聖天山」の緑の豊かさです。

今後、道路施策と景観施策を連携させた道路整備を進め、妻沼聖天山とつながる

緑豊かなまちなみを形成します。

また、周辺を取り囲む優良で生産力の高い畑地や水田などの緑地との連続性を確

保するため、農地の保全に向け市民が農業とふれあう機会づくりに取り組みます。
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（４）吉岡地区

吉岡地区は、荒川を挟んで熊谷地区と一体的に緑の充実が図れる位置にあります。

市街化区域間の連携の対象となるのは熊谷地区、江南地区となります。

吉岡地区は、「荒川」と市街地を結ぶことで緑のネットワークが形成されます。

荒川の広大な河川敷と幹線道路や沿道の敷地内の緑と連携したネットワークの形成

を推進します。

また、周辺を取り囲む優良で生産力の高い水田や畑地などの緑地との連続性を確

保するため、農地の保全に向け市民が農業とふれあう機会づくりに取り組みます。

（５）江南地区

江南地区は、台地上の地形に平地林が広がる多様な自然の残る場所です。

市街化区域間の連携の対象となるのは吉岡地区、熊谷地区、籠原地区となります。

江南地区は東西に長いことから、中央部を横断する道路が緑のネットワークとな

るよう沿道の緑化を進めるとともに、南北にも緑の軸を配置、里山や斜面林の保全

と活用を進めます。併せて、市街化調整区域に点在する池沼の保全と活用を図りま

す。

また、「江南総合公園」や「大沼」などの広域的な緑地や、ゴルフ場などのレク

リエーション機能を有する緑地との連携を図ります。
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（６）久下地区

久下地区は、本市の東端に位置し、南側が荒川に接しています。

市街化区域間の連携の対象となるのは「国道１７号」の植栽や沿道の緑地を市街

化区域連携軸とし空間の演出に活用し、熊谷地区と連携します。

久下地区は、南側に隣接する「荒川」と市街地を結ぶことで緑のネットワークが

形成されます。

併せて、緑の主軸に対して、広がりを持たせるための緑の軸を形成するため道路

や民地内の緑化を進めます。

（７）船木台地区

船木台地区は、本市の南東部に位置しています。

市街化区域間の連携の対象となるのは熊谷地区となります。

船木台地区は、新しい住宅街であり、地区内道路は歩道と街路樹が整備されてい

ます。今後は、街路の緑と連なるよう民地内の緑化を図ることで、緑豊かなまちな

みが形成されます。また、荒川につながる道路の緑をネットワークとして位置づけ

て緑を充実させ、荒川の豊かな緑や水辺と船木台地区との連携を図ります。


